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1930年代より、電気けいれん療法 (Electroconvulsive Therapy:ECT)顧様々な精
神疾患に広く用いられており、その有効性は高く、薬物療法にも勝ることが示されて
いる。しかし、その作用機序は未だ不明な点が多く、ECTの効果を反映する生物学的指
標は確立されていない。一方、精神疾患に共有される神経基盤の有力な候補として“神
経ネットワーク障害仮説"が注目されており、うつ病や自閉症スペクトラム障害
(Autism Spectとum Disorders:ASD)においても様々な脳機能研究によつてその存在が
明らかとなっている。近年急速に進歩した複雑性理論に基づく非線形解析の脳波活動
への応用は、複雑な神経ネットワーク活動の特徴抽出を可能にし、精神疾患における
神経基盤の解明に大きく貢献している。なかでも近年提唱されたマルチスケールエン
トロピー (Multiscale Entropy:MSE)解析は、既存の非線形解析法の問題点を克服し
た新しい非線形解析法であり、より幅広い観点からの神経ネットワーク活動の理解を
可能にする。
本研究では、うつ病およびASD患者を対象に施行されたECTによる脳波変化をMSE
解析を用いて評価し、臨床症状変化との関連性を検討することで、ECTの神経生理学的
メカニズムについて検討した。結果として、うつ病では ECTによつて、広範な脳部位
における高周波数帯域脳波の複雑性の低下が認められ、この低下はうつ症状の改善と
関連した。一方ASDでは、ECTによつて前頭中心部における高周波数帯域脳波の複雑性
が低下し、また後頭部では低周波数帯域脳波の複雑性が上昇した。これらの変化は、
臨床症状の改善および脳由来神経栄養因子の変化と関連した。
気分障害や発達障害の発症機序、さらにはECTの治療効果メカニズムおいて、γ一ア
ミノ酪酸 (gammattaminobutyric acid:GABA)が重要な役害Jを果たしている。また脳波
の高周波数帯域 (γ波活動)はGABA神経活動を反映することが知られている。従って、
うつ病および ASDに共通して認められた前頭中心部における高周波数帯域脳波の複雑
性の低下は、GABA神経活動の機能的改善に関連し、ECTの治療効果を反映している可
能性がある。一方、ASDでのみ認められた後頭部における低周波数帯域脳波の複雑J性の
変化は、ASDに特有の病態メカニズムとその改善を反映している可能性がある。
本研究は、MSE解析を用いてECTに伴う脳波変化を捉えたものである。この試みは、
精神疾患におけるECTの治療効果メカニズムの解明や治療効果判定における有用性の
可能性を示しており、本学学位論文として十分価値があるものと認められた。
(平成 27年5月 19日)
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